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県育成水稲新品種「清流のめぐみ」生産者と知事が意見交換します  
 

県では、主食用米の増産に向けた取組みを進める「米再生プロジェクト」を展開し

ています。  

 また、近年の高温による米の品質低下に対応するため、県農業技術センターが水稲

新品種「清流のめぐみ」を開発し、その生産者と卸売業者で組織する「清流のめぐみ」

産地づくり研究会（以下、「研究会」）が、生産技術の平準化や販路開拓等に取り組

んできました。  

このたび、今後の生産拡大に向け、「清流のめぐみ」を試食しながら知事と研究会

員が意見交換を行います。  

 

記  

 

１ 日  時 令和７年８月１日（金） １５：００  ～  １５：４５  

 

２ 場  所 県庁２０階会議室２００１・２００２（岐阜市薮田南２－１－１） 

 

３ 参 加 者 研究会に参加する生産者等 約３０名 

 

４ 内  容 （１）あいさつ 

       （２）知事より激励のことば 

       （３）「清流のめぐみ」の試食ならびに意見交換 

        （４）記念写真撮影 

 

５ そ の 他 意見交換では、お米の試食を行う予定です。取材いただける場合は、 

７月３１日（木）正午までに上記担当者へご連絡ください。 

 

 

令和７年７月２５日（金） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電 話 番 号 

農産園芸課 米麦大豆係 
中田  

林  

内線  4118 

直通 058-272-8439 

FAX  058-278-2692 

「清流のめぐみ」産地づくり研究会  

〇令和４年度に「清流のめぐみ」の産地づくりに取り組むために設立。  

〇生産者（３３名）、米卸及び関係機関で構成。  

〇生産技術及び品質向上に関する活動や生産・販売に関する課題解決に向けた活動を行う。 


